
～かけがえのない自己の人生に目を開き、
たくましく自己実現していく生徒の育成～
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２学期の主な予定

９月
北海道には毎年タンチョウ（鶴）がやってき

て卵をかえす湿原があります。その湿原の一角 １日 始業式・避難訓練
にタンチョウを守り、増やすために作られたタ ４日 実力テスト（３年）
ンチョウ公園があります。 全校奉仕作業
タンチョウの親鳥は、とても ８日 学校運営懇談会

子どもをかわいがるそうです。 １６日 郡市秋季大会～１０月１日
親鳥は、ヒナのそばにつきっき ２８日 生徒会役員選挙
りで、見つけた餌を食べやすく ２９日 英語検定
して、まず子どもに食べさせる
そうです。餌の見つけ方や飛び
方なども、何度も何度もていね
いに教えるそうです。ヒナのそ １０月
ばに近寄ると親鳥は、あの鋭い
くちばしを振りたてて向かって ４日 中間テスト（～５日）
くるそうです。わが子を守るた １７日 合唱コンクール
めに命を投げ出して、どんな相手とでも戦おう （東金文化会館）
とするのです。 ２０日 進路説明会（３年）
ところが、わが子のそばから一時も離れない ３０日 三者面談（３年）

ほどかわいがる親鳥が、ヒナが成長したある日、 （～１１月２日）
突然、後をついてくるわが子を追い払い始める
そうです。ヒナは驚いていったん逃げ、信じら １１月
れない様子で再びそばに寄ろうとすると、今度
は母鳥は、あの鋭いくちばしを突き立てて追い ６日 創立記念日
払うそうです。今までの優しい母鳥と違うこと １１日 フリ－参観
に気づいたヒナは、悲しげに母鳥から遠ざかっ PTAバザ－
ていき、やがて同じように母鳥から追い払われ １３日 振替休業日
た若いヒナ同士が、この湿原では群れをつくっ １６日 職場体験学習（２年）（～１７日）
て，暮らし始めるそうです。 １７日 期末テスト（３年）
残酷な母鳥だと思うかもしれませんが、いつ ２２日 期末テスト（１・２年）

までも甘えさせていると、ヒナには冬までに自
分一人で生きていく力が育たず、死ぬよりほか
ありません。母鳥にできる精一杯の愛情なので
す。親鳥のこの行為は、何か考えさせられます。１２月
人間の親だって、いつまでも子どものそばに

いてやれるわけではありません。子どもが大き
くなるにつれて、自分で考え、行動しなければ １９日 期末面談（～２１日）
ならないことが増えてきます。子どもたちが、 ２２日 終業式
大人への階段を着実に歩んでいくことができる ２５日 冬季休業日
環境をつくっていくことがとても大切なことだ （～３１日）
と思います。
学校は、これからも家庭や地域と連携を図り 上記の予定は変更になる場合がありま

ながら、子どもたちを支援していきます。 す。詳しくは、各学年だより及び本校ホ
ームページをご覧ください。

タンチョウ（鶴）の巣立


